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1
月
18
日
、
厚
生
労
働
省
は
2
0
1
9

年
度
の
公
的
年
金
の
受
給
額
を
0
・
1
％

引
き
上
げ
る
と
発
表
し
ま

し
た
。
し
か
し
年
金
生
活

者
の
暮
ら
し
が
楽
に
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
金
給
付
に
あ
た
っ
て
、

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」

が
2
0
1
5
年
度
以
来

4
年
ぶ
り
に
発
動
さ
れ
、

「
キ
ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
」

制
度
も
合
わ
せ
て
発
動
さ

れ
る
た
め
、
物
価
が
1
％
、
賃
金
が
0
・

6
％
上
が
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
金

給
付
は
来
年
度
だ
け
で
も
0
・
9
％
の
実

質
減
額
と
な
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
年
金
局
の
「
平
成
29
年
度

厚
生
年
金
保
険
・
国
民
年
金
事
業
の
概
要
」

に
よ
れ
ば
、
国
民
年
金
受
給
者
の
平
均
年

金
月
額
は
5
万
5
6
1
5
円
、
厚
生
年
金

で
は
14
万
7
0
5
1
円
で
し
た
。
年
間
で

2
0
0
万
円
に
満
た
な
い
平
均
額
で
す
。

安
倍
首
相
は
第
1
9
8
回
通
常
国
会
の
施

政
方
針
演
説
で
「
全
世
代
型
社
会
保
障
へ

の
転
換
と
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
削
減
す
る
、
と
の
意
味
で

は
、
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
高
齢

者
の
皆
さ
ん
に
引
き
続
き
安
心
し
て
も
ら

え
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
り
ま
す
」
と
述

べ
ま
し
た
が
、
低
年
金
の
上
、
給
付
は
実

質
削
減
さ
れ
、
物
価
上
昇
に
追
い
付
か
な

い
中
、
高
齢
者
に
安
心
し
ろ
と
ど
う
し
て

言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
安
倍
首
相
は
介
護
保
険
料
に
つ
い

て
、
「
年
金
収
入
が
少
な
い
方
々
を
対
象

に
、
10
月
か
ら
負
担
額
を
3
分
の
2
に
軽

減
し
ま
す
。
年
金
生
活
者
の
方
々
に
、
新

た
に
福
祉
給
付
金
を
年
間
最
大
6
万
円
支

給
し
、
所
得
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
ま

い
り
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
が
、
10
月
に

は
、
75
歳
以
上
の
低
所
得
者
の
医
療
保
険

料
を
軽
減
す
る
特
例
措
置
を
廃
止
、
参
院

選
後
に
は
介
護
保
険
の
要
介
護
1
〜
2
の

人
向
け
の
生
活
援
助
の
保
険
給
付
外
し
な

ど
の
議
論
を
始
め
ま
す
。
全
世
代
型
社
会

保
障
と
言
い
な
が
ら
、
高
齢
者
の
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

2
月
18
日
、
首
都
圏
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
統
一
本
部
と
全
国
連

絡
会
の
共
催
で
、
訴
訟
全
面
解
決

の
た
め
の
行
動
を
原
告
、弁
護
団
、

支
援
組
合
の
仲
間
2
8
0
人
（
東

京
土
建
は
88
人
）
の
参
加
で
行
な

い
ま
し
た
。

午
前
11
時
か
ら
参
議
院
議
員
会

館
で
集
会
を
開
催
。
統
一
本
部
の

松
丸
一
雄
本
部
長
（
東
京
土
建
委

員
長
）
は
「
こ
の
間
の
裁
判
で
の

勝
利
判
決
は
全
国
の
仲
間
の
団
結

で
勝
ち
取
っ
た
も
の
。
た
だ
判
決

の
度
に
思
い
出
す
の

は
た
た
か
い
の
半
ば

で
亡
く
な
っ
た
原
告

の
仲
間
の
こ
と
で

す
。
全
面
解
決
と
被

害
者
救
済
の
た
め
の

補
償
基
金
制
度
の
一

刻
も
早
い
創
設
を
求

め
、
皆
さ
ん
と
力
を

合
わ
せ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
力

強
く
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

「
最
終
局
面
を
迎

え
た
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
解

決
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
て
佃
俊

彦
弁
護
団
事
務
局
長
が
弁
護
団
報

告
。
10
度
に
渡
る
国
に
対
す
る
勝

訴
判
決
、
5
度
の
高
裁
判
決
で
メ

ー
カ
ー
責
任
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
、
ま
た
東
京
、
大
阪
高
裁
（
京

都
ル
ー
ト
、
大
阪
ル
ー
ト
）
の
3

判
決
で
一
人
親
方
へ
の
国
の
責
任

が
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
の

到
達
点
を
確
認
し
た
う
え
で
、
最

終
的
政
治
解
決
を
め
ざ
す
に
は
、

原
告
の
要
求
を
支
持
す
る
世
論
と

政
治
の
力
を
作
り
出
す
こ
と
が
重

要
と
述
べ
ま
し
た
。

国
会
開
会
中
で
し
た
が
、
13
人

の
議
員
本
人（
別
表
）が
出
席
し
、

松
丸
本
部
長
と
3
人
の
原
告
代
表

か
ら
安
倍
首
相
あ
て
の
全
面
解
決

を
求
め
る
署
名
を
手
渡
し
ま
し

た
。
ま
た
自
民
、
公
明
、
立
民
、

国
民
、
共
産
、
維
新
、
諸
派
、
無

所
属
か
ら
43
人
の
議
員
秘
書
が
集

会
に
参
加
し
ま
し
た
。

初鹿議員（左）に署名を手渡す松丸本部長（中）
と原告の吉田さん（村山大和）

首相官邸前でシュプレヒコールする
原告ら

2
月
20
日
、
小
金
井
宮
地
楽
器

ホ
ー
ル
で
三
多
摩
国
民
春
闘
共
闘

会
議
主
催
の
三
多
摩
国
民
春
闘
勝

利
総
決
起
集
会
が
開
催
さ
れ
、
5

5
0
人
（
東
京
土
建
2
9
8
人
）

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

主
催
団
体
の
代
表
委
員
を
務
め

る
丸
山
篤
義
東
京
土
建
本
部
副
委

員
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
「
6

年
に
渡
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る

実
質
賃
金
の
低
下
、
格
差
と
貧
困

の
拡
大
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
、
8

時
間
働
け
ば
暮
ら
せ
る
賃
金
の
実

現
に
向
け
て
大
幅
な
賃
金
引
き
上

げ
に
挑
む
春
闘
に
な
る
」
と
訴
え

ま
し
た
。
「
最
低
生
計
費
調
査
か

ら
考
え
る
最
低
賃
金
」
と
題
し
た

講
演
で
は
、
静
岡
県
立
大
学
短
期

大
学
部
准
教
授
の
中
澤
秀
一
さ
ん

が
、
「
現
在
の
最
低
賃
金
額
で
は

普
通
の
暮
ら
し
は
無
理
。
人
間
ら

し
い
生
活
に
は
1
5
0
0
円
は
必

要
」
と
、
全
国
一
律
か
つ
暮
ら
せ

る
水
準
の
最
低
賃
金
の
重
要
性
を

具
体
的
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
し
た
。

東
京
土
建
の
仲
間
を
含
む
各
団

体
の
訴
え
、
争
議
団
の
決
意
表
明

の
後
、集
会
ア
ピ
ー
ル
を
決
議
し
、

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

首
相
官
邸
前
で

訴
え
る

午
後
2
時
か
ら
、
首
相
官
邸
前

の
宣
伝
行
動
を
展
開
。
（
東
京
土

建
の
支
援
者
は
ト
ヨ
タ
本
社
前
で

の
大
気
汚
染
公
害
患
者
の
行
動
に

合
流
）
原
告
、
支
援
組
合
の
役
員

が
次
々
に
官
邸
に
向
け
訴
え
を
行

な
い
、
遺
族
原
告
の
森
川
順
子
さ

ん
（
江
戸
川
）
は
「
全
面
解
決
す

る
ま
で
声
を
上
げ
続
け
ま
す
」
と

決
意
表
明
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
国
は
解
決
を
決
断

せ
よ
」
な
ど
と
書
か
れ
た
プ
ラ
ス

タ
ー
ボ
ー
ド
を
掲
げ
な
が
ら
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。

宣伝物を渡す主婦の会の皆さん

【
足
立
・
書
記
・

早
川
勝
久
記
】
12
月

19
日
、
1
月
8
日
、

2
日
間
に
渡
り
足
立

区
助
成
制
度
の
拡
充

を
求
め
て
各
担
当
課

長
と
意
見
交
換
を
実

施
し
、
組

合
側
か
ら

は
東
京
土

建
足
立
支

部
と
建
設

ユ
ニ
オ
ン

城
北
支
部

か
ら
6

人
、
足
立
区
か
ら
は
各

所
管
の
課
長
20
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

行
政
が
課
題
と
し
て

い
る
住
宅
改
良
助
成

（
段
差
解
消
工
事
、
手

す
り
設
置
工
事
、
多
世

代
の
間
取
り
変
更
の
み

工
事
に
対
し
て
助
成
）
、
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
設
置
工
事
助
成
の
利
用

率
が
伸
び
な
い
現
状
に
対
し
、
組

合
側
は
「
区
民
要
求
が
あ
る
助
成

制
度
は
、
広
く
告
知
し
な
く
て
も

利
用
率
は
上
が
る
。
区
民
の
住
宅

要
求
の
声
に
耳
を
傾
け
て
も
ら
い

た
い
」
と
現
状
あ
る
住
宅
助
成
制

度
の
課
題
点
を
指
摘
。

ま
た
、
行
政
か
ら
は
、
「
土
建

さ
ん
が
要
望
し
て
実
現
し
た
節
水

型
ト
イ
レ
助
成
制
度
は
、
期
日
を

待
た
ず
に
受
け
付
け
終
了
に
な
っ

た
。
来
年
度
は
制
度
拡
大
を
検
討

し
て
い
る
」
「
小
規
模

工
事
登
録
制
度
の
拡
充

に
つ
い
て
は
、
み
な
さ

ん
が
営
業
に
来
ら
れ
た

場
合
に
使
用
す
る
名
刺

入
れ
を
設
置
し
ま
す
」

な
ど
前
向
き
な
回
答
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ

の
回
答
を
受
け

て
、職
域
対
策
部
で
は
、

小
規
模
工
事
登
録
し
て

い
る
組
合
員
一
同
で
発

注
所
管
へ
の
営
業
活
動

廻
り
を
す
る
こ
と
を
決

め
、
組
合
員
の
仕
事
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
着
実
に

進
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
支
部
で

は
各
所
管
が
一
同
に
会
し
た
懇
談

で
は
な
く
、
組
合
要
望
を
所
管
し

て
い
る
担
当
課
そ
れ
ぞ
れ
に
懇
談

を
申
し
入
れ
て
、
要
求
実
現
に
向

け
て
奮
闘
し
て
い
き
ま
す
。

一
昨
年
4
月
か
ら
東
京
土
建
な

ど
が
行
な
っ
て
き
た
新
国
立
競
技

場
現
場
前
宣
伝
は
、
2
月
14
日
で

16
回
を
数
え
ま
し
た
。
「
新
規
入

場
者
教
育
の
開
始
時
間
を
遅
ら
せ

る
」
、「
製
氷
機
の
元
請
管
理
化
」

等
、
継
続
的
な
宣
伝
な
ど
に
よ
り

新
国
立
競
技
場
で
の
現
場
改
善
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
昨
年
の
同
日
に
続

き
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
宣
伝
と
銘
打

ち
、
東
京
や
神
奈
川
の
主
婦
の
会

の
皆
さ
ん
を
中
心
に
チ
ロ
ル
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
や
入
浴
剤
と
と
も
に
現

場
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

組
合
に
相
談
を
す
る
よ
う
に
呼
び

掛
け
た
宣
伝
物
を
退
場
す
る
従
事

者
に
配
布
し
な
が
ら
、
訴
え
を
行

な
い
ま
し
た
。

マ
イ
ク
を
握
っ
た
小
坂
剛
さ
ん

（
東
京
土
建
常
任
中
央
執
行
委
員
）

は
「
神
奈
川
の
現
場
で
ユ
ン
ボ
が

転
倒
す
る
事
故
を
目
撃
し
た
。
新

国
立
の
現
場
も
工
期
に
追
わ
れ
る

中
で
も
、
安
全
第
一
で
仕
事
を
し

て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。
笑
顔
で
宣
伝
物
を
受
け

取
る
者
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、

「
（
現
場
は
）
改
善
さ
れ
て
い
な

い
」と
叫
ぶ
従
事
者
も
い
ま
し
た
。

発言する早川足立支部書記長（中央）

求

人
国
会
議
員
に
署
名
を
手
渡
し

アスベスト

政
治
的
解
決
め
ざ
す

政
治
的
解
決
め
ざ
す

助成拡充求め懇談
区側は課長２０人が出席

大
幅
賃
上
げ
に
挑
む

三多摩

春
闘
集
会
に
５
５
０
人
集
結

足

立

バレ・チョコ渡し宣伝

困り事は組合へ

高
齢
者
を
切
り
捨
て
る
な

新
国
立


